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要 約  

 

諸言： 2 型 糖尿病患 者にと って食 事管理は治 療の基 本である 。し

かし、食事 管理の 実施に伴 うライ フスタイル の変化 は多くの 要

因が関係 し 、 特に 就労 2 型糖尿 病 患者 は、就 労が食 事管理に 影

響し、適切 な管理 が困難な 状況で ある。 ライ フスタ イル管理 支

援において 、代表 的なソー シャル サポート は 、 患者 の 利用で き

るサポート 資源や ニーズ と いった 患者視点に 基づく ことが 重 要

である。 代 表的な インフォ ーマル サポー ター である 家族のサ ポ

ート を受け ること に より糖 尿病コ ントロール が 改善 する。 家 族

サポート は 、 患者 の ニーズ に 性差 が あり、 特 に食事 管理は伝 統

的な性役割 の背景 が影響す る ため 性差を考慮 する必 要 がある 。

就労糖尿病 患者の 約 8 割 が男性 で あること、 男性の 食事管理 行

動が不良で あるこ とを踏ま えると 就労男性糖 尿病患 者に対す る

支援 は急務 である 。 以上よ り、就 労男性 2 型 糖尿病 患者の 食事

管理を良好 にする ために、 家族サ ポートを受 ける こ とは重要 で

ある が、就 労男 性 2 型糖 尿病患 者 を対象 とし 、 食事 管理を良 好

にする家族 サポー トを明ら かにし た研究はな い。そ のため 、 就

労男性 2 型糖尿病 患者の 食事管 理 を良好にす るため の 家族サ ポ

ートの働き に着目 し、患者 ・家族 への援助方 法を見 出す必要 が

あると考え た。  

先行研究に おいて 、就労男 性 2 型 糖尿病患者 が捉え る食事に

対する家族 サポー トの構造 を明ら かにし、家 族サポ ートを測 定

する尺度を 作成し た。その 結果、 自宅のみな らず就 労中での 食

事管理場面 に対す るサポー ト 内容 で構成され 、患者 が捉える 食
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事管理場面 を反映 した因子 構造 を もつ 尺度が 開発さ れた。 ま た

尺度は食事 自己管 理行動 と 関係し ていること が明ら かとなっ

た。  

以上より、 本研究 の目的は 就労男 性 2 型糖 尿病患者 の食事 管

理を良好に するた めに有効 な家族 サポート の 働き を 明らかに す

るため、ソ ーシャ ルサポー トモデ ルに基づき 、構造 モデルを 検

証すること である 。 意義は 、 就労 男性 2 型 糖尿病患 者及び その

家族に対し て、家 族サポー トを活 用した新た な看護 方法を提 示

する。  

研究方法 ： 質問紙 を用いた 横断研 究を行った 。研究 対象者は 、

1 8 – 7 5 歳の 就労 してい る 男 性 2 型 糖尿病患者 で、現 在一人暮 ら

しでない者 とした 。調査施 設は、 日本全国の 代謝・ 内分泌内 科

の診療を行 う病院 及び診療 所 2 5 施設であっ た。 質 問紙 は、 対象

特性及び 就 労男 性 2 型糖 尿病患 者 の食事に対 する家 族サポー ト

尺度をはじ めとす る、サポ ートに 関連する 5 つの尺 度で構 成し

た 自記式質 問紙を 用いた。 家族サ ポート尺度 は、下 位尺度 「 仕

事と食事の 両立の 困難さを 理解し たうえでの 関わり 」、「食事 療

法をいつも 守るた めの導き 」、「仕 事中の血糖 変動を 最小限に す

るための準 備」、「 陰ながら の工夫 をする毎日 の食事 」、「一緒 の

ものを一緒 に食べ る食事時 間」、「 患者のため だけに ひと手間 か

けた食事」 で構成 される 全 3 1 項 目の尺度で ある。  

分析は 、 は じめ に 特性間の 関係の 検討 を行い 、その 結果を踏

まえて仮説 モデル を作成し 検証を 行った。特 性間の 検討では 、

記述統計、 相関分 析、 t 検 定、重回 帰分析を行 った。 仮説モデ ル

の検証 では 、記述 統計、相 関分析 、構造方程 式モデ リング
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( S t r u c t u r a l  E q u a t i o n  M o d e l i n g ： S E M ) を 用いた 。  

結果： 回収 数 1 2 3 部 ( 回 収率： 4 1 . 7％ ) 、有効 回答 数 9 2 部 ( 有効

回答率： 7 4 . 8％ ) で あった 。 平均 年齢は 5 5 . 3 ± 9 . 5 歳 、 平均

H b A 1 c は 7 . 2 ± 0 . 8 % であ った。 状況の特性 である ストレス と個

人の特性 の 関係検 討の結果 、 いく つかある個 人特性 のうち 婚 姻

状況 のみに 有意な 関連がみ られ た 。  

次に 個人の 特性を 除 いて仮 説モデ ルの検証を 行った 。その結

果、 仮説モ デルは 識別され なかっ たため 、修 正指数 、 適合度 指

標を参考に モデル の修正を 行った 。 最終的な モデル の適合度

は、 G F I  =  0 . 9 6 4 、 A G F I  =  0 . 9 1 6 、 C F I  =  0 . 9 9 、 R M S E A  

=  0 . 0 4 2 で あった 。  

モデルは 6 因子で 構成さ れ、 食 事 自己管理行 動に影 響を与え

る構造を示 した。 そのうち 、 家族 サポート 尺 度 「仕 事中の血 糖

変動を最小 限にす るための 準備 」、「患者のた めだけ にひと手 間

かけた食事 」、「仕 事と食事 の両立 の困難さを 理解し たうえで の

関わり」 の 3 因子 が 構造 モデル に 投入 された 。  

考察： 本研 究は 就 労男 性 2 型糖 尿 病患者 の母 集団を 代表した 標

本であり、 食事管 理 を良好 にする ための家族 サポー トの働き を

ソーシャル サポー トモデル に基づ き、 構造モ デル に より 明ら か

に した 。モ デルは 家族から の 「仕 事中の血糖 変動を 最小限に す

るための準 備」、「 患者のた めだけ にひと手間 かけた 食事 」、「 仕

事と食事の 両立の 困難さを 理解し たうえでの 関わり 」 サポー ト

を受けるこ とが、 良好なソ ーシャ ルサポート に繋が り、 食事 自

己管理行動 を良好 にする方 法とし て有効であ ること を 示した 。  

結論： 就労 男性 2 型糖尿 病患者 及 びその家族 に対す る食事管 理
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支援におい て、「仕事 中の血糖 変動 を最小限に するた めの準

備」、「患者 のため だけにひ と手間 かけた食事 」、「仕 事と食事 の

両立の困難 さを理 解したう えでの 関わり」 の 家族サ ポートに 着

目するとい う新た な看護方 法を提 示した。  

 

 


